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(1) llill Rt:(lionはコラート商店｛を形成している中世代の Kor泊iSl!f iesのうちの
トlahasarald1ainFormal ionの北端に当たり、下部から目立化赤色砂岩／強風化多色積粘よ
府〈仰lL idclay ) ／ラテライトまたはその破片やピゾリスの銀桜鹿（テクタイトを含
む）／筑ぬ色砂氏周／ピンクがかった灰色から灰白色砂奴府の周序をもっ．この地ocは、
地表の京：鋭からさらに4つに制分される。
l：この地形iflはチー河に向かつてゆるく rollinglo un<lulalirは しながら｛訴斜する
斜而で、ふるくから水位l化されているrl1の狭い谷と立木の多い比般的新しく閃裂された
州I（主としてキャサパ）として利用されている．先I地のよ壌はピンクがかった以色と貨
ぬ色の砂貿周を時材とする l(oralSuril:l:. （〔；（；，.yPo<lsol ic. Ytdlow Podおol.icSoi l〕で
あり、谷自lの：，｝（IよJ:1店はピンクがかった灰色砂質勝を吋材とする Hoi-ElSeries ( san 
dy 抑制l. ) ( Low Huroic Glay Soil ）である。
l : I の地j診断の周辺に l より低い仰il~jでわずかに傾斜する耐で、多くの円形ないし棉
11Jfiのくぼみあるいはそれらがj!lなったような谷をもっ。くぼみの大きさは 50111-5001111
以上とさまざまである．くぼみと谷は水！日に．雨；みは新しくi；日銀された知！として利用さ
れ、立木が多い。くぼみとその，.，a りの，~：，みとの探尚廷は約 Z Il穏｝Jr_のものが多い。先日上
吸は！とおなじであるが、くぼみおよび~ttの水III.上峨it Ho i四ElSeries ( cl.1yly phas 
I! ）であり、下WIに結核化しかかった鉄の斑紋を多くもち、強い風化を受けているよう
に見交けられる。





landに按する低みに一部 GfUIO!iO l i C soi lを産出し、水mや畑として利用されている．
谷l1i）は谷底および谷斜tfiともに水Elとして利用されることが多く、谷成自iHま粘よ1の、
斜凶jは砂伎の Hoi-E l St! r i凶が分布している o ra uはla tfliに生じたr!JのJおい谷で、谷
ごとに地獄した（d・1材料は微妙に変化する．ほとんど白色のものからピンクがかった以
色、亦）：｝＜色と各穏であり、 …般に1＼＇~みの上様より （d:Jtで ret:osol iじであるが、 Hoi-El 
Su f i cs( 5 andy plta:.;u ）に脱するものと店、われ、水日1として利用されている．立木は谷
jまの1"1IJ11mい以外では多くはない．










( a ）新しいお色のJ;r~ ＿L伎のj設なi物よりなるチー河、 I.am Hu a i S.rn，ナムポン何のi当
然Jul坊＜MHt蕊林と業部）
(b）新しい以掲色一以色のtli.上質の治政物（政掲色、赤拘色の1E状波をもっ）より
なるチー州、 Lam lua i San，ナンポン河の後背湿地（水FIi)
( e ）ピンクがかった以色の砂l｛~J二一砂貿j直！JHtのYiUti物（鈍色のわずかl·こ硬化した
波紋をもっ）よりなる比紋的5fl}J!な！Ii0 おそらく Scmi-Hccc，』lの地積物（ For111a lion 
i ）と考えられる。 （立木のある水庇I)
( <l ）政ぬ色の本~iよ貨の土佐読物（径 G IO!O前後の円形ピゾリλを含む）からなる凶iや、
,;'1i ｛立にある平担凶i。総塚、立木が多く、調査I守において（l2月一l月）他地区にくらべ
J；議乾燥がはげしく、よi.J'.~は非常に堅い．恐らくしow Tc r race ( Fon凶 lion Il ）と考
えられる。 （水[i)
( e) I時以色ないしピンクがかった灰色のシルト佼ーあ！iよ質の堆政物（給級化した亦
色波紋や1c;n j'),j後の Mnーじonc r cl ionを多く含む）よりなる（fie よ犠i土Eの地m1ui上のく
ぼみの水日］J二 .t;j'~ と似る． ( ld、 ( <l ）のruが侵蝕されて形成された凶と；｝Jえられる。
（立本の少ない水rnおよびノーング）
以上の地形i.liの組み合わせにより Lowbrn<l Rut: ionをつざのような地形区に分けた．
ワ
rv' a ! ( <l ) tOiに相当する地区。
r v' b : ( e ) iftiに相当する． l, iはシルト賀、 1,2は粘J.St・である．




Va2：すべての1fiをもっと忠、われる地区。 （新｜日 lu. i San右伴沿い）
Vb ：すべての，niをもっと忠われる地IZ:o （チー 河と lu泊iSanの！泊）
Ve ：おもに（a ）と（l, ）函よりなる地域（この地域に関しては充分な別交を行なえ
なかった．）
以上、部定的な地形区分図である．今後採取試料の分析等を行ない、地周の庖位をよ
り明確にし、そのtfiからの地形図の必filを行ない、地形l三分の基礎を明示したい。なお
｝也Jf~区分の境界線については、さらに多くの悩報から正雄を IUI したいと店、っている。
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